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受
け
ず
に
、
そ
の
状
態
を
放
置
す
る
 

こ
と
で
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
不
 

整
脈
、
脳
出
血
、
脳
梗
塞
、
慢
性
腎
 

臓
病
、
さ
ま
ざ
ま
な
免
疫
不
全
（
ア
 

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
気
管
支
喘
息
、
 

ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮
膚
炎
、
膠
原
病
な
 

ど
）、悪
性
腫
瘍
な
ど
の
危
険
性
が
高
 

ま
り
ま
す
。
 

　
第
二
は
、
島
特
有
の
疾
患
と
し
て
 

は
、
甲
状
腺
疾
患
が
目
立
つ
と
い
う
 

こ
と
で
す
。
第
三
は
、
考
え
ら
れ
る
 

原
因
は
不
明
で
す
が
膵
臓
癌
が
多
い
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
 

　
以
上
の
病
気
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
 

予
防
医
学
が
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
 

お
り
ま
す
。
予
防
医
学
と
は
健
診
、
 

生
活
指
導
、
健
康
講
座
、
検
査
（
血
 

液
検
査
、
生
理
学
的
検
査
、
エ
コ
ー
、
 

胃
カ
メ
ラ
な
ど
画
像
診
断
な
ど
）
で
 

す
。
早
期
発
見
早
期
治
療
を
す
る
こ
 

と
で
、
重
症
化
を
予
防
す
る
と
い
う
 

こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
と
考
え
て
お
 

り
ま
す
。
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、
 

是
非
、
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

　
次
に
掲
げ
る
問
題
点
は
、
冒
頭
で
 

も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、「
誰
で
も
質
 

の
高
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
で
 

あ
る
べ
き
」
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。
 

そ
れ
は
、
と
り
わ
け
一
部
の
看
護
師
 

に
専
門
職
と
し
て
の
質
の
低
下
が
み
 

う
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
看
護
師
と
 

い
う
国
家
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、
時
 

代
、
ま
た
全
国
水
準
の
レ
ベ
ル
に
到
 

達
で
き
て
い
な
い
と
い
う
非
常
に
残
 

念
な
実
情
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
持
っ
て
い
 

る
、
眠
っ
て
い
る
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
 

精
神
を
信
じ
た
い
も
の
で
す
。
 

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
歴
代
の
 

院
長
の
申
し
送
り
に
あ
る
、
看
護
師
 

の
再
教
育
の
土
壌
作
り
で
す
。
こ
れ
 

は
な
か
な
か
難
所
で
あ
る
と
感
じ
て
 

お
り
ま
す
。
良
い
土
に
は
き
れ
い
な
 

花
が
咲
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
土
壌
つ
 

く
り
か
ら
な
の
で
す
。
 

　
良
質
な
医
療
が
皆
様
に
提
供
で
き
 

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
組
合
長
を
 

は
じ
め
島
民
の
皆
様
、
病
院
職
員
の
 

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解
、
ご
支
援
 

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

　「
ど
ん
と
、
ど
ん
と
、
波
乗
り
超
え
 

て
ー
」
こ
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、
皆
 

様
の
健
康
を
守
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
 

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

      　
こ
の
度
利
尻
島
国
保
中
央
病
院
に
 

赴
任
し
ま
し
た
藤
澤
孝
志
と
申
し
ま
 

す
。
道
央
は
芦
別
市
出
身
で
自
治
医
 

科
大
学
卒
業
後
北
海
道
大
学
医
学
部
 

第
三
内
科
に
所
属
し
、
市
立
札
幌
病
 

院
、
市
立
稚
内
病
院
へ
勤
務
し
今
回
 

利
尻
島
へ
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
 

　
大
学
一
年
生
の
時
に
初
め
て
利
尻
 

を
訪
れ
そ
れ
ま
で
嫌
い
だ
っ
た
ウ
ニ
 

が
好
物
に
な
っ
て
帰
っ
た
記
憶
が
あ
 

り
学
生
時
代
6
回
ほ
ど
お
邪
魔
さ
せ
 

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
い
つ
 

か
こ
こ
で
働
く
こ
と
に
な
る
の
か
な
 

と
い
う
漠
然
と
し
た
思
い
で
し
た
が
 

今
回
現
実
と
な
り
勤
務
さ
せ
て
い
た
 

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
私
は
治
療
と
は
治
す
の
で
は
な
く
 

治
っ
て
い
く
の
を
手
伝
っ
て
い
く
事
 

だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
 

皆
様
の
協
力
の
も
と
私
の
で
き
る
限
 

り
の
こ
と
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
利
尻
の
皆
様
と
少
し
で
も
仲
良
く
 

な
れ
る
よ
う
利
尻
の
生
活
を
目
一
杯
 

満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
あ
り
ま
す
が
 

病
院
の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
皆
様
の
 

お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
 

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
 

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

     　
は
じ
め
ま
し
て
、
四
月
か
ら
利
尻
 

島
国
保
中
央
病
院
院
長
を
命
ぜ
ら
れ
 

ま
し
た
井
上
輝
郎
と
申
し
ま
す
。
京
 

都
出
身
で
、
国
立
滋
賀
医
科
大
学
卒
 

業
、
専
門
は
循
環
器
内
科
で
す
。
長
 

年
、
総
合
病
院
に
て
救
急
医
療
、
主
 

に
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
、
ペ
ー
ス
 

メ
ー
カ
ー
手
術
な
ど
高
度
医
療
に
携
 

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
地
 

域
医
療
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。
私
の
持
論
は
、「
医
療
に
 

お
い
て
は
格
差
社
会
が
存
在
し
て
は
 

な
ら
な
い
。
誰
で
も
平
等
に
質
の
高
 

い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
で
あ
る
 

べ
き
」
と
い
う
も
の
で
す
。
 

　
さ
て
、
診
療
を
始
め
て
二
ヶ
月
が
 

経
ち
ま
し
た
。
診
療
を
さ
せ
て
い
た
 

だ
く
中
で
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
 

み
え
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
は
島
 

民
の
疾
病
構
造
で
す
。
近
年
、
マ
ス
 

コ
ミ
で
も
話
題
の
多
い
、
メ
タ
ボ
リ
 

ッ
ク
症
候
群
又
は
、
そ
の
予
備
軍
が
 

多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
 

こ
れ
は
生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、
高
 

血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
肥
満
症
な
ど
）
 

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
治
療
を
 

井上輝郎先生 

院長 
いのうえ てるろう 

利尻島国保中央病院 

院長 井上 輝郎先生　　内科医長 藤澤 孝志先生 

藤澤孝志先生 

内科医長 

ふじさわ たかし 
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坪 山 則 宏 さん 
つぼやま のりひろ 

①新湊小学校（校長） 
②札幌市 
③陶芸（見習い中）・スポーツ観戦 
④「あせらず、あわてず、あきらめ 
　ず」地域の子どもたちの教育推 
　進をがんばりたいと思います。 
　よろしくお願いします。 

沢 口 　 智 さん 
さわぐち さとし 

①沓形小学校（教頭） 
②上川郡鷹栖町 
③自然観察 
　クロスカントリースキー 
④地域、家庭、学校が連携し、利 
　尻の素晴らしい風土に根ざした 
　教育を推進したいと思います。 

白 石 ゆ み さん 
しろいし 

①沓形小学校 
②釧路市 
③ピアノ・手話 
④昨年12月から利尻で暮らしてい 
　ます。きれいな空気のおかげで、 
　ぜんそくもすっかり良くなりま 
　した。元気にがんばります！ 

山 本 　 唯 さん 
やまもと ゆい 

①沓形小学校 
②札幌市 
③読書 
④利尻に来てから新しいことに出 
　会ってばかりです。これから多 
　くのことを学びたいと思います。 
　よろしくお願いします。 

よしだ みほ 

①沓形小学校 
②せたな町（桧山管内） 
③バドミントン 
④時間講師のため、限られた時間 
　の中ではありますが、子どもた 
　ちと共に頑張っていきたいです。 

上 西 信 昭 さん 
じょうにし のぶあき 

①仙法志小学校（教頭） 
②上川郡比布町 
③スキー 
④利尻町の四季折々の景観を楽し 
　みながら、子どもたちと共に汗 
　してがんばっていきたいと思い 
　ます。よろしくお願いします。 

嶋 崎 健 一 さん 
しまざき けんいち 

①仙法志小学校 
②小樽市 
③映画鑑賞 
④本当にいい所に来ました。これ 
　から子どもたちのために微力で 
　すが精一杯がんばります。よろ 
　しくお願いします。 

葛西亜紀子 さん 
かっさい あきこ 

①仙法志小学校 
②大阪府 
③音楽いろいろ 
④島に来て十ウン年、はじめて利 
　尻町にお世話になることになり 
　ました。よろしくお願いします。 

猪俣扶由子 さん 
いのまた ふゆこ 

①仙法志小学校　②上川郡当麻町 
③読書・ピアノ 
④２年前に沓形でお世話になって 
　いました。この度仙法志でお世 
　話になることになって、再度利 
　尻町民に戻ってきました。少し 
　でもお役に立てるようがんばり 
　ます。 扇 　 和 真 さん 

おおぎ かずま 

①沓形中学校 
②室蘭市 
③ドライブ・ギター 
④子どもたちと学び、ともに成長 
　し、地域の発展に少しでも貢献 
　したいと考えております。 
　よろしくお願いします。 

春の人事異動により、新しくこの町で頑張る 
新町民のみなさんを紹介します。 

★紹介内容：①勤務先　　　②出身地 
　　　　　　③趣味・特技　④抱負（一言） 

　 田 美 穂 さん 
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竹之内利華 さん 
たけのうち りか 

①仙法志中学校 
②天塩郡遠別町 
③旅行 
④礼文から利尻に渡って来ました。 
　ここでも島での楽しみを見つけ 
　たいと思います。よろしくお願 
　いします。 

仲 西 賢 二 さん 
なかにし けんじ 

①利尻高等学校 
②江別市 
③読書 
④一日も早く慣れるよう努力致し 
　ます。よろしくお願いします。 

梶 　 正 さん 
かじ ただし 

①利尻高等学校 
②旧東利尻町（利尻富士町） 
③読書 
④今回22年ぶりに故郷に戻りまし 
　た。親子二代で高校勤務できま 
　すこと、大変嬉しく思っており 
　ます。ご指導お願い致します。 

新 井 潤 哉 さん 
あらい じゅんや 

①利尻高等学校 
②石狩郡当別町 
③野球・スポーツ観戦 
④精一杯頑張りたいと思います。 
　よろしくお願いします。 

木 村 滋 雄 さん 
きむら しげお 

①利尻高等学校 
②札幌市 
③読書・映画鑑賞 
④自然に恵まれた土地で、生徒の 
　みなさんと共に成長していきた 
　いと思います。よろしくお願い 
　します。 

江 口 　 智 さん 
えぐち さとし 

①稚内土木現業所利尻出張所 
②函館市 
③特になし 
④よろしくお願いします。 

岡 川 　 洋 さん 
おかがわ ひろし 

①稚内土木現業所利尻出張所 
②帯広市 
③野球 
④利尻を楽しみます。 
　よろしくお願いします。 

酒 井 富 治 さん 
さかい とみはる 

①稚内土木現業所利尻出張所 
②函館市 
③ドライブ 
④よろしくお願いします。 

佐々木 貢 さん 
ささき みつぐ 

①稚内土木現業所利尻出張所 
②紋別市 
③旅行・温泉めぐり 
④利尻の四季を楽しみたいと思い 
　ます。 

台丸谷 潤 さん 
だいまるや じゅん 

①稚内土木現業所利尻出張所 
②稚内市宗谷村 
③散歩 
④早く利尻の生活になじんで知り 
　合いをたくさん作りたいです。 

藤 吉 英 邦 さん 
ふじよし えいほう 

①宗谷保健福祉事務所利尻支所 
②神奈川県横須賀市 
③釣り・サッカー（見る） 
④地域の方々と仲良くやっていき 
　たいと思っています。釣りや山 
　菜採り等好きなので、良かった 
　ら誘ってください。 

★紹介内容：①勤務先 
　　　　　　②出身地 
　　　　　　③趣味・特技 
　　　　　　④抱負（一言） 
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四
月
の
異
動
で
静
内
警
察
署
か
 

ら
仙
法
志
駐
在
所
に
勤
務
さ
せ
て
 

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
前
任
地
で
は
、
新
冠
町
内
の
駐
 

在
所
で
勤
務
し
て
お
り
、
駐
在
所
 

勤
務
は
今
回
で
二
回
目
で
す
。
こ
 

れ
ま
で
交
番
、
機
動
隊
、
成
田
空
 

港
警
備
隊（
千
葉
県
警
察
出
向
）、
 

留
置
場
で
勤
務
し
、
今
年
で
勤
続
 

二
二
年
目
と
な
り
ま
す
。
 

　
妻
と
小
学
四
年
生
と
二
年
生
の
 

息
子
と
の
家
族
四
人
で
赴
任
し
て
 

ま
い
り
ま
し
た
が
、
風
光
明
媚
な
 

土
地
と
町
民
の
皆
様
の
お
お
ら
か
 

さ
に
触
れ
、
家
族
共
々
大
変
感
動
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

　
今
後
は
安
心
・
安
全
な
町
づ
く
 

り
の
た
め
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
 

の
で
、
家
族
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
い
た
し
ま
す
。
 

          　
四
月
の
異
動
で
士
別
警
察
署
か
 

ら
沓
形
駐
在
所
に
赴
任
し
て
き
ま
 

し
た
。
 

　
私
の
出
身
地
は
帯
広
市
で
、
私
 

の
前
任
者（
杉
山
さ
ん
）の
赴
任
地
 

で
す
。
 

　
駐
在
所
勤
務
は
興
部
町
、
沙
留
 

駐
在
所
等
五
箇
所
目
で
す
が
、
離
 

島
勤
務
は
初
め
て
で
す
。
 

　
今
後
は
利
尻
町
の
た
め
に
頑
張
 

っ
て
、
安
全
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
 

り
に
協
力
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
 

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
 

願
い
致
し
ま
す
。
 

梅 津 匡 史 さん 
うめつ ただふみ 

①ほのぼの荘 
②枝幸町 
③釣り・走ること 
④利用者の方々のために自分が出 
　来ることを全力でやるだけです。 

中野渡政秀 さん 
なかのわたり まさひで 

①ほのぼの荘 
②札幌市 
③映画鑑賞 
④入居者から慕われる介護士にな 
　れるよう、努力します。 

梅 村 俊 彰 さん 
うめむら としあき 

①利尻島国保中央病院 
②名古屋市 
③読書・自転車 
④仕事も生活もわからないことば 
　かりですが、頑張りますのでよ 
　ろしくお願いします。 

佐々木 希 さん 
ささき のぞみ 

①利尻島国保中央病院 
②初山別村 
③釣り 
④早く環境に慣れ、元気に働きた 
　いと思います。 

★新採用紹介★ 

　
利
尻
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
 

は
。
四
月
二
日
よ
り
利
尻
町
仙
 

法
志
歯
科
診
療
所
に
開
業
し
ま
 

し
た
阿
部
英
二
で
す
。
妻
と
二
 

人
で
毎
日
診
療
に
追
わ
れ
早
二
 

ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
 

　
仙
法
志
の
海
に
沈
む
夕
日
を
 

眺
め
な
が
ら
の
食
事
は
と
て
も
 

お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
休
 

日
は
温
泉
に
入
っ
た
り
、
山
菜
 

採
り
に
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
 

す
。
近
く
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
 

で
は
雄
大
な
利
尻
山
を
間
近
に
 

見
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
 

い
ま
す
。
利
尻
島
に
も
や
っ
と
 

春
が
来
た
よ
う
で
、
水
芭
蕉
や
 

桜
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
 

　
微
力
な
が
ら
利
尻
町
の
皆
様
 

の
健
康
増
進
に
役
立
て
ま
す
よ
 

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
 

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

駐
在
所
だ
よ
り
 

駐
在
所
だ
よ
り
 

着
任
の
ご
挨
拶
 

稚内警察署仙法志駐在所 

所長 原 田 靖 弘  
はらだ  やすひろ  

稚内警察署沓形駐在所 

巡査長 佐久間伸二 
さくま  しんじ  

阿 部 英 二 先生 
あべ  ひでじ  

★紹介内容：①勤務先  ②出身地  ③趣味・特技  ④抱負（一言） 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
 

　
　
　
仙
法
志
歯
科
診
療
所
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議　会　報　告 

第1回町議会定例会は3月13日招集さ 
れ、条例の制定・改正案、補正予算等 
を審議し、いずれも原案のとおり可決 
しました。主なものは次のとおりです。 

4,254万9,000円 

380万0,000円 

2,766万8,000円 

3,482万5,000円 

1,419万0,000円 

587万9,000円 

1,260万7,000円 

344万5,000円 

 

△ 

 

 

△ 

△ 

△ 

△ 

33億5,535万5,000円 

1億5,629万9,000円 

3億7,759万4,000円 

5億2,605万3,000円 

1億5,555万1,000円 

1億5,558万5,000円 

3億2,202万5,000円 

1億9,992万6,000円 

一般会計補正予算（第 6 号） 

簡　易　水　道 
特別会計補正予算（第 2 号） 

補　正　額（増減） 予　算　総　額 

※△は減額です。 一般会計補正予算  一般会計補正予算  

国民健康保険事業 
特別会計補正予算（第３号） 

老　人　保　健 
特別会計補正予算（第 3 号） 

下 水 道 事 業 
特別会計補正予算（第 3 号） 

漁業集落排水施設事業 
特別会計補正予算（第 3 号） 

介　護　保　険 
特別会計補正予算（第 3 号） 

特別養護老人ホーム 
特別会計補正予算（第 1 号） 

  ◆
利
尻
町
生
活
安
全
基
本
条
 

例
案
 

 ○
本
条
例
案
は
、
地
域
に
お
 

け
る
生
活
の
安
全
に
関
し
、
 

町
、
町
民
、
事
業
者
等
が
協
 

力
し
て
犯
罪
等
を
防
止
す
る
 

と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
し
 

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
 

現
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
 

た
条
例
案
で
す
。
 

   ◆
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

例
案
 

◆
利
尻
町
教
育
委
員
会
教
育
 

長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
に
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
案
 

 ○
両
条
例
案
は
、
地
方
自
治
 

体
の
財
政
運
営
が
一
段
と
厳
 

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
 

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
 

申
を
尊
重
し
、
町
長
の
給
与
 

を
月
額
68
万
円
か
ら
61
万
円
、
 

副
町
長
は
59
万
円
か
ら
56
万
 

5
千
円
、
教
育
長
は
56
万
円
 

か
ら
54
万
5
千
円
に
引
き
下
 

げ
改
定
す
る
も
の
で
す
。
 

【
条 

例 

制 

定
】
 

【
条
　

例
　

改
　

正
】
 

平成19年　　 
第1回町議会定例会 
平成19年　　 
第1回町議会定例会 
平成19年　　 
第1回町議会定例会 

◆
利
尻
町
ふ
る
さ
と
定
住
促
 

進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

条
例
案
 

 ○
本
条
例
案
は
、
平
成
17
年
 

に
3
万
円
か
ら
2
万
円
に
引
 

き
下
げ
て
支
給
し
て
い
た
結
 

婚
祝
金
を
、
厳
し
い
財
政
状
 

況
下
に
あ
る
こ
と
と
、
本
制
 

度
の
効
果
性
を
再
検
証
し
た
 

結
果
、
本
年
度
よ
り
支
給
を
 

廃
止
し
よ
う
と
す
る
条
例
案
 

で
す
。
 

   ◆
平
成
19
年
度
利
尻
町
一
般
 

会
計
予
算
 

 　
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
 

ぞ
れ
、
31
億
2
6
3
0
万
円
 

と
し
ま
し
た
。
 

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

 ○
沓
形
市
街
1
号
線
道
路
改
 

良
事
業
 

　
　
　
1
億
1
0
0
0
万
円
 

○
沓
形
港
国
直
轄
整
備
事
業
 

管
理
者
負
担
金
 

　
　
　
　
　
8
7
0
0
万
円
 

【
会
　

計
　

予
　

算
】 
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惣
万
委
員
　
防
災
無
線
は
、
 

病
院
・
歯
科
診
療
所
・
ホ
テ
 

ル
等
の
待
合
室
に
は
付
い
て
 

い
る
の
か
？
 

 川
端
総
務
課
長
　
事
務
所
に
 

は
付
い
て
い
ま
す
が
、
病
院
、
 

歯
科
診
療
所
の
待
合
室
に
は
 

付
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

 田
島
町
長
　
防
災
無
線
は
、
 

災
害
や
有
事
の
際
に
一
番
効
 

力
を
発
揮
す
る
も
の
で
す
か
 

ら
、
人
の
集
ま
る
場
所
を
検
 

討
し
、
今
後
対
処
し
て
い
き
 

ま
す
。
 

 蔵
　
委
員
　
ふ
れ
あ
い
保
養
 

セ
ン
タ
ー
の
テ
ナ
ン
ト
の
件
 

で
す
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
 

に
な
っ
て
い
る
の
か
？
 

 鎌
田
宿
泊
施
設
総
支
配
人
　
 

　
町
内
の
応
募
者
が
い
な
か
 

っ
た
の
で
、
町
外
の
募
集
を
 

し
た
結
果
、
島
外
の
方
の
申
 

込
が
あ
り
、
話
を
進
め
て
来
 

ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
 

そ
の
方
も
辞
退
す
る
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
理
事
 

者
と
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

31億2,630万0,000円 

1億  885万0,000円 

3億2,551万5,000円 

3億7,029万5,000円 

4億6,564万0,000円 

1億1,416万2,000円 

1億5,409万2,000円 

3億2,708万0,000円 

1億9,927万4,000円 

2億3,887万5,000円 

30億9,000万0,000円 

1億6,029万6,000円 

3億3,600万5,000円 

3億1,876万5,000円 

4億7,398万7,000円 

1億5,463万1,000円 

1億4,412万2,000円 

3億2,960万5,000円 

2億  337万1,000円 

2億8,400万3,000円 

54億3,008万3,000円 54億9,478万5,000円 合　　　　計 

区　　　　分 

一 　 般 　 会 　 計 

簡易水道特別会計 

宿泊施設特別会計 

国民健康保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

漁業集落排水施設事業特別会計 

介護保険特別会計 

特別養護老人ホーム特別会計 

砕 石 事 業 会 計 

平成19年度予算額 平成18年度予算額 

◎平成19年度各会計予算額 

　平成19年度の一般会計予算は、第 1 回町議会定例会において一般会計予算審査特別委員会（委 
員長：江戸克廣）が設置され、これに付託、審査されました。 
　同委員会の審査は、 3 月13日から14日までの実質 2 日間にわたり、慎重に審議され、 3 月15日 
本会議において上程され一般会計他9会計が原案のとおり可決されました。 

平成19年度 
一般会計他9会計予算 
　　 原案のとおり可決！ 

平成19年度 
一般会計他9会計予算 
　　 原案のとおり可決！ 

紙面の都合上、一部質疑・答弁を 
省略させていただきましたのでご 
了承願います。 
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七
尾
委
員
　
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
 

ル
の
所
に
柵
が
あ
り
ま
す
が
、
フ
 

ェ
リ
ー
や
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
が
着
 

く
時
、
町
並
み
が
見
え
な
い
の
は
 

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
か
と
思
 

う
の
で
す
が
？
 

 大
腰
産
業
建
設
課
長
　
フ
ェ
ン
ス
 

で
囲
ん
で
い
る
場
所
は
、
直
轄
工
 

事
施
工
の
際
の
工
事
資
材
や
土
砂
 

等
石
材
を
堆
積
す
る
た
め
の
事
業
 

用
地
で
あ
り
ま
す
。
 

 
安
全
面
や
ホ
コ
リ
等
の
対
策
の
 

た
め
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ん
で
お
り
ま
 

す
。
相
当
時
間
も
経
っ
て
き
て
お
 

り
、
景
観
上
に
も
配
慮
し
な
け
れ
 

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
 

で
、
例
え
ば
半
分
の
面
積
に
す
る
 

等
、
国
と
協
議
を
し
て
い
き
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

 

形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

             松
村
委
員
　
耐
震
岸
壁
の
工
事
で
 

す
が
、
管
理
者
負
担
が
非
常
に
高
 

額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
 

部
供
用
開
始
で
使
用
で
き
ま
す
の
 

で
、
完
成
を
先
の
ば
し
し
て
工
事
 

を
縮
小
で
き
な
い
か
？
 

 田
島
町
長
　
去
年
か
ら
進
捗
状
況
 

を
低
減
さ
せ
、
事
業
費
を
落
と
し
 

て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
た
だ
、
工
事
の
区
切
り
も
あ
り
 

ま
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
国
と
詰
 

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

遠
藤
委
員
　
沓
形
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
 

ミ
ナ
ル
か
ら
沓
形
市
街
に
向
か
っ
 

て
い
る
道
路
の
両
側
に
ハ
マ
ナ
ス
 

が
植
え
て
あ
り
ま
す
が
、
手
入
れ
 

を
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

 
や
は
り
我
が
町
の
玄
関
口
で
す
 

か
ら
、
き
れ
い
に
し
て
も
ら
い
た
 

い
の
で
す
が
？
 

 大
腰
産
業
建
設
課
長
　
施
設
管
理
 

に
万
全
を
期
し
て
参
り
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

 藤
井
委
員
　
漁
場
造
成
に
関
わ
る
 

町
負
担
が
10
％
で
す
け
ど
も
、
昔
 

は
組
合
も
受
益
者
負
担
と
い
う
形
 

で
何
割
か
負
担
し
て
い
た
と
思
い
 

ま
す
が
、
最
近
は
町
だ
け
で
負
担
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

 
今
後
は
組
合
に
も
負
担
し
て
も
 

ら
う
考
え
は
あ
る
の
か
？
 

 田
島
町
長
　
予
算
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
 

の
段
階
で
も
話
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

今
後
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
既
に
始
ま
っ
て
い
る
 

事
業
は
別
と
し
て
、
今
後
新
た
に
 

計
画
さ
れ
る
漁
場
整
備
に
つ
き
ま
 

し
て
は
、
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
 

惣
万
委
員
　
漁
業
後
継
者
の
報
償
 

品
、
い
わ
ゆ
る
磯
舟
を
贈
っ
て
い
 

る
の
で
す
が
、
こ
れ
も
、
も
う
そ
 

ろ
そ
ろ
廃
止
を
し
た
方
が
良
い
の
 

で
は
な
い
か
？
 

 田
島
町
長
　
漁
業
後
継
者
、
即
ち
 

担
い
手
不
足
が
深
刻
な
状
態
に
な
 

っ
て
い
る
事
は
事
実
で
あ
り
ま
す
 

か
ら
、
こ
の
制
度
は
も
う
少
し
残
 

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
 

す
。
 

　
た
だ
、
時
代
に
合
っ
た
考
え
方
 

と
し
て
、
祝
金
の
よ
う
な
形
に
切
 

り
替
え
を
す
る
な
ど
検
討
し
た
い
 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

松
村
委
員
　
火
葬
場
の
関
係
で
、
 

他
の
町
村
で
は
、
霊
柩
車
も
含
め
 

て
委
託
し
て
い
る
経
緯
も
あ
り
ま
 

す
の
で
、
経
費
削
減
の
観
点
か
ら
 

も
積
極
的
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
 

る
と
思
い
ま
す
が
？
 

 北
島
保
健
福
祉
課
長
　
管
理
委
託
 

は
当
然
考
え
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
 

火
葬
場
の
施
設
、
霊
柩
車
の
関
係
 

で
そ
れ
ぞ
れ
業
務
が
あ
り
ま
す
が
、
 

そ
れ
を
全
体
的
な
管
理
委
託
が
可
 

能
か
、
そ
れ
と
も
個
別
の
委
託
に
 

す
る
の
か
が
あ
り
ま
す
。
 

　
経
費
の
削
減
を
考
え
る
と
、
施
 

設
全
体
を
含
め
て
委
託
出
来
れ
ば
 

一
番
良
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
 

の
方
向
に
向
か
い
な
が
ら
、
事
務
 

方
も
頭
に
入
れ
、
業
務
を
遂
行
し
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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に
つ
き
ま
し
て
は
、
回
覧
等
を
利
 

用
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
参
り
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 松
村
議
員
　
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
イ
 

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
、
財
政
 

が
厳
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
何
割
 

か
で
も
助
成
を
し
、
特
に
高
齢
者
 

の
方
に
積
極
的
に
働
き
か
け
を
す
 

る
事
に
よ
っ
て
、
医
療
費
の
抑
制
 

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
非
常
に
危
険
な
病
気
 

の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
事
で
、
Ｐ
Ｒ
 

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
助
成
に
つ
い
て
の
ご
意
見
で
す
 

け
ど
も
、
こ
の
病
気
だ
け
で
な
く
 

他
の
病
気
も
あ
り
ま
す
。
 

　
財
政
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
 

あ
る
わ
け
で
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
 

も
踏
ま
え
な
が
ら
内
部
で
検
討
、
 

研
究
を
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
 

思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
願
い
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

長
の
見
解
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
全
国
の
死
亡
者
の
死
 

亡
原
因
で
、
4
番
目
に
多
い
の
が
 

肺
炎
で
あ
り
、
そ
の
90
％
が
高
齢
 

者
の
方
が
占
め
て
お
り
ま
す
。
 

　
そ
の
肺
炎
の
中
で
、
50
％
は
肺
 

炎
球
菌
に
よ
る
も
の
と
報
告
さ
れ
 

て
お
り
、
そ
の
予
防
策
が
重
要
と
 

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
新
 

聞
、
テ
レ
ビ
で
は
効
果
が
あ
る
と
 

報
道
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
地
域
に
 

よ
っ
て
は
公
費
助
成
を
し
て
い
る
 

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
助
成
に
 

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
普
及
状
況
 

は
遅
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
 

　
な
ぜ
遅
れ
て
い
る
か
と
申
し
ま
 

す
と
、
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
実
績
が
 

極
め
て
少
な
い
こ
と
、
有
効
性
、
 

安
全
性
は
十
分
に
確
認
さ
れ
て
な
 

い
事
、
ま
た
保
険
適
用
外
と
い
う
 

事
な
ど
が
遅
れ
て
い
る
原
因
だ
と
 

思
い
ま
す
。
 

　
今
後
に
お
い
て
も
、
予
防
対
策
 

松
村
議
員
　
最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
 

聞
等
で
高
齢
者
の
死
亡
原
因
の
ひ
 

と
つ
に
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
が
高
 

い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
我
が
町
に
お
い
て
も
高
齢
者
の
 

占
め
る
割
合
が
多
く
、
多
く
の
高
 

齢
者
に
肺
炎
予
防
を
奨
励
す
る
こ
 

と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
 

田
島
町
長
　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
 

去
年
全
区
画
布
設
し
て
お
り
、
繋
 

げ
ら
れ
る
状
態
に
し
て
お
り
ま
す
 

が
、
道
路
が
将
来
、
支
障
物
件
の
 

問
題
も
絡
ん
で
き
ま
す
と
、
答
弁
 

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
は
 

道
路
が
で
き
て
も
差
し
支
え
無
い
 

よ
う
に
造
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
難
し
い
問
 

題
、
難
し
い
局
面
に
あ
る
こ
と
は
 

事
実
で
す
が
、
解
決
し
て
い
た
だ
 

く
こ
と
が
我
々
の
使
命
で
す
し
責
 

務
で
す
か
ら
、
今
後
と
も
努
力
を
 

続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

QA QQAA

2問目 

と
協
力
を
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
 

実
態
で
す
の
で
、
努
力
を
続
け
て
 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 松
村
議
員
　
道
が
事
業
主
体
と
言
 

う
こ
と
で
す
け
ど
も
、
下
水
道
も
 

布
設
し
た
い
け
れ
ど
、
工
事
が
終
 

わ
る
ま
で
繋
げ
な
い
と
い
う
感
じ
 

の
方
も
お
り
ま
す
の
で
、
一
日
も
 

早
い
工
事
の
再
開
に
向
け
て
努
力
 

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

松
村
議
員
　
泉
町
の
道
々
改
修
工
 

事
が
止
ま
っ
て
か
ら
２
年
に
な
ろ
 

う
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
前
回
の
一
般
質
問
の
答
弁
で
、
 

工
事
再
開
に
向
け
て
交
渉
を
続
け
 

て
い
く
と
言
う
こ
と
で
し
た
が
、
 

そ
の
後
、
工
事
再
開
の
様
子
も
な
 

い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
 

再
度
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
前
回
の
一
般
質
問
か
 

ら
放
置
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
 

何
と
か
解
決
が
図
ら
れ
る
方
策
に
 

つ
い
て
、
土
現
さ
ん
と
詰
め
を
し
 

て
い
る
実
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
事
業
主
体
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
 

北
海
道
で
土
木
現
業
所
が
担
当
し
 

て
お
り
、
結
果
的
に
実
権
又
は
決
 

定
権
は
北
海
道
な
り
土
現
さ
ん
が
 

持
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
、
町
か
 

ら
も
強
く
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
だ
理
解
 

QA QQAA
泉
町
の
道
々
改
修
工
事
は
、
今
後
ど
 

の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
？
 

肺
炎
予
防
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
 

奨
励
に
つ
い
て
？
 

内
部
で
検
討
・
研
究
し
、
 

前
向
き
で
考
え
て
い
き
た
い
。
 

理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
 

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。
 

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問
 

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問
 

一
　
般
　
質
　
問
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わ
け
で
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
 

す
。
 

　
観
光
客
の
口
コ
ミ
が
、
パ
ン
フ
 

レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
よ
り
一
番
効
 

果
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
利
尻
山
は
素
晴
ら
し
い
山
で
す
 

が
、
こ
れ
ば
か
り
に
頼
る
の
で
は
 

な
く
、
色
々
な
面
で
知
恵
を
だ
し
 

な
が
ら
対
策
を
進
め
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
 

　
や
は
り
何
と
言
っ
て
も
、
み
ん
 

な
で
迎
え
て
、
心
暖
か
い
観
光
地
 

づ
く
り
と
い
う
の
が
絶
対
必
要
で
 

す
し
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
 

す
の
で
、
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
 

を
図
り
な
が
ら
、
是
非
皆
さ
ん
の
 

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
 

参
り
ま
す
。
 

蔵
　
議
員
　
基
幹
産
業
は
漁
業
で
 

あ
っ
て
、
次
は
観
光
と
言
う
の
が
 

利
尻
礼
文
の
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
山
が
す
ば
ら
し
い
の
で
、
や
は
 

り
山
を
メ
イ
ン
に
し
て
、
色
々
な
 

物
を
組
み
込
ん
で
い
く
と
非
常
に
 

良
い
ん
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

　
な
ぜ
日
帰
り
観
光
客
が
多
い
か
 

と
言
い
ま
す
と
、
稚
内
の
方
が
安
 

く
て
カ
ニ
が
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
 

る
か
ら
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
 

　
利
尻
も
カ
ニ
に
負
け
な
い
美
味
 

し
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
れ
 

ば
、
当
然
こ
ち
ら
に
宿
泊
す
る
と
 

思
い
ま
す
。
 

　
是
非
、
お
客
さ
ん
を
引
き
つ
け
 

て
泊
ま
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ
 

う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
、
町
の
 

方
か
ら
も
指
導
し
て
い
た
だ
け
れ
 

ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
観
光
に
つ
い
て
は
俗
 

に
水
も
の
と
表
現
を
さ
れ
ま
す
が
、
 

予
約
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
来
て
 

い
た
だ
い
て
初
め
て
実
績
と
な
る
 

蔵
　
議
員
　
最
近
、
観
光
客
の
入
 

り
込
み
が
減
少
の
一
途
で
あ
り
ま
 

す
。
 

　
利
尻
観
光
を
復
活
さ
せ
る
対
策
 

を
町
や
観
光
事
業
者
等
で
何
か
考
 

え
て
い
る
の
か
。
 

 田
島
町
長
　
利
尻
島
観
光
に
つ
い
 

て
は
、
価
格
の
面
を
始
め
利
尻
な
 

ら
で
は
の
食
材
が
少
な
す
ぎ
て
、
 

観
光
客
の
皆
さ
ん
が
十
分
に
満
足
 

さ
れ
て
な
い
部
分
が
あ
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

　
現
在
、
町
や
観
光
協
会
、
旅
館
 

組
合
等
で
懇
談
し
、
少
し
で
も
満
 

足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
地
域
 

の
資
源
を
十
分
に
活
用
し
た
サ
ー
 

ビ
ス
、
あ
る
い
は
観
光
メ
ニ
ュ
ー
 

等
を
、
出
来
れ
ば
今
シ
ー
ズ
ン
に
 

間
に
合
わ
せ
て
進
め
て
参
り
た
い
 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

蔵
　
議
員
　
合
併
新
法
が
平
成
22
 

年
3
月
ま
で
と
い
う
こ
と
で
、
町
 

民
も
一
番
関
心
を
持
っ
て
い
る
事
 

柄
で
、
三
町
と
も
財
政
面
は
非
常
 

に
悪
く
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
、
 

島
内
二
町
か
ら
合
併
を
し
、
町
を
 

健
全
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
方
が
 

良
い
の
で
は
な
い
か
。
 

 田
島
町
長
　
結
論
が
先
延
ば
し
に
 

な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
じ
れ
っ
 

た
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
け
ど
 

も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
見
切
り
を
 

付
け
る
な
り
、
方
向
付
け
を
し
て
 

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば
ら
 

く
時
間
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
 

蔵
　
議
員
　
三
町
合
併
に
つ
い
て
 

は
、
事
務
方
レ
ベ
ル
で
の
協
議
は
 

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
事
務
方
レ
 

ベ
ル
で
は
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
 

の
か
。
 

　
又
、
三
首
長
の
間
で
は
ど
の
程
 

度
の
進
捗
状
況
な
の
か
。
 

 田
島
町
長
　
こ
れ
ま
で
、
利
礼
三
 

町
の
総
務
課
長
、
課
長
補
佐
、
主
 

幹
な
ど
、
各
町
2
名
、
計
6
名
の
 

メ
ン
バ
ー
で
、
こ
れ
ま
で
2
回
協
 

議
を
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
2
回
の
協
議
結
果
と
し
て
、
 

そ
の
方
向
性
は
、
は
っ
き
り
決
ま
 

っ
て
な
く
、
3
月
の
定
例
議
会
が
 

目
前
と
な
っ
て
い
る
事
で
一
時
保
 

留
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
次
に
、
札
幌
で
の
会
議
の
後
三
 

町
長
で
話
す
機
会
が
あ
り
、
礼
文
 

町
か
ら
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 

を
出
し
合
っ
て
検
討
し
た
い
と
言
 

う
こ
と
で
各
町
に
依
頼
が
あ
り
、
 

現
在
精
査
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
 

す
。
 

QA QQAA

QA QQAA
三
町
合
併
の
進
捗
状
況
は
？
 

結
論
は
出
て
い
な
い
の
で
、
早
い
機
 

会
に
方
向
付
け
を
し
て
い
き
た
い
。
 

利
尻
観
光
を
復
活
さ
せ
る
 

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
？
 

心
暖
ま
る
観
光
地
づ
く
り
の
た
め
に
 

観
光
協
会
等
と
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
 

2問目 
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蔵
　
議
員
　
本
当
に
、
こ
の
島
に
 

医
者
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
 

で
あ
り
ま
す
。
 

　
離
島
医
療
と
い
う
の
は
欠
か
す
 

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
そ
の
辺
 

は
道
の
方
で
も
良
く
考
え
て
い
る
 

と
思
い
ま
す
。
 

　
今
の
お
話
を
聞
き
ま
す
と
、
引
 

き
揚
げ
ら
れ
る
心
配
は
な
い
よ
う
 

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
医
療
体
 

制
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
頑
張
っ
て
 

や
っ
て
頂
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
離
島
に
お
け
る
医
療
 

に
つ
い
て
は
最
も
大
き
な
課
題
だ
 

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
さ
に
島
民
の
生
命
、
健
康
を
 

守
る
わ
け
で
す
か
ら
、
今
後
と
も
 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
眼
科
は
旭
川
医
大
経
由
で
市
立
 

稚
内
病
院
か
ら
毎
月
1
回
、
医
師
 

を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
従
来
通
り
 

の
体
制
で
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

　
産
婦
人
科
の
お
産
の
関
係
で
す
 

が
、
道
央
の
市
立
の
病
院
で
さ
え
 

5
病
院
が
ひ
と
つ
に
集
約
し
て
お
 

産
を
扱
う
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
又
、
産
婦
人
科
医
だ
け
で
な
く
 

て
、
小
児
科
、
助
産
師
、
場
合
に
 

よ
っ
て
は
外
科
、
麻
酔
科
、
こ
う
 

い
っ
た
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
が
確
保
 

さ
れ
て
い
る
病
院
で
な
け
れ
ば
お
 

産
が
出
来
る
環
境
に
な
い
と
い
う
 

状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
と
も
 

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
最
大
 

限
努
力
し
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
 

蔵
　
議
員
　
最
近
、
道
内
の
病
院
 

で
は
、
派
遣
医
の
医
大
引
き
揚
げ
 

が
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
幸
い
、
当
町
の
中
央
病
院
は
４
 

名
の
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
 

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
揚
げ
が
行
 

わ
れ
る
心
配
が
な
い
の
か
。
 

 田
島
町
長
　
平
成
16
年
度
か
ら
、
 

国
の
方
針
で
あ
る
臨
床
研
修
制
度
 

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
て
、
医
師
不
 

足
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
が
非
常
に
大
き
な
社
会
問
 

題
に
な
っ
て
お
り
、
深
刻
な
状
態
 

を
招
い
て
お
り
ま
す
。
 

　
幸
い
我
が
町
は
旭
川
医
大
と
関
 

連
を
持
つ
自
治
医
大
の
先
生
が
3
 

名
、
札
幌
医
大
の
先
生
1
名
と
4
 

名
の
体
制
で
医
療
を
進
め
て
お
り
 

ま
す
が
、
19
年
度
に
お
い
て
は
引
 

き
揚
げ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
20
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
 

こ
の
4
名
体
制
に
つ
い
て
は
確
保
 

出
来
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
 

し
、
も
ち
ろ
ん
努
力
し
て
ま
い
り
 

ま
す
。
 3問目 

QA QQAA
国
保
中
央
病
院
の
医
師
の
 

引
き
揚
げ
の
心
配
は
な
い
の
か
？
 

現
在
の
医
師
体
制
を
 

確
保
し
て
い
け
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

源
を
確
保
し
、
活
用
し
て
い
く
の
 

は
、
今
後
の
地
方
財
政
運
営
に
お
 

き
ま
し
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。
 

　
今
後
の
対
応
と
い
た
し
ま
し
て
 

は
、
ま
ず
収
納
対
策
と
し
て
口
座
 

振
替
の
推
進
を
始
め
、
最
終
納
期
 

経
過
後
（
12
月
25
日
以
降
）
の
催
 

告
状
の
封
筒
に
赤
い
ス
タ
ン
プ
で
 

催
告
状
在
中
と
表
示
し
、
滞
納
者
 

の
気
持
ち
の
変
化
と
関
心
を
持
っ
 

て
い
た
だ
く
こ
と
や
、
滞
納
者
へ
 

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
を
す
る
 

条
例
制
定
に
つ
い
て
検
討
中
で
も
 

あ
り
ま
す
し
、
更
に
は
給
与
、
水
 

揚
げ
、
預
金
、
不
動
産
、
動
産
な
 

ど
の
差
し
押
さ
え
を
、
法
に
基
づ
 

い
て
適
正
に
財
産
調
査
を
行
う
等
 

し
て
実
施
し
て
参
り
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
 

　
今
後
と
も
、
毅
然
と
し
た
対
応
 

で
、
よ
り
徴
収
事
務
な
り
、
徴
収
 

率
が
上
が
り
、
滞
納
額
が
整
理
で
 

き
ま
す
よ
う
、
一
層
努
力
を
し
て
 

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

吉
田
議
員
　
現
在
、
我
が
町
で
は
 

税
務
職
員
の
努
力
に
よ
り
、
税
及
 

び
住
宅
料
が
増
収
と
な
っ
て
お
り
 

ま
す
が
、
逆
に
滞
納
額
も
増
え
て
 

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
 

　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
管
内
各
 

市
町
村
に
お
い
て
も
同
様
の
状
態
 

で
あ
り
、
こ
の
対
策
と
し
て
給
与
 

や
不
動
産
の
差
し
押
さ
え
、
更
に
 

は
裁
判
所
か
ら
の
支
払
い
命
令
と
 

な
る
支
払
督
促
と
い
っ
た
手
続
き
 

も
今
年
度
か
ら
取
り
入
れ
る
と
あ
 

り
ま
す
。
 

　
財
政
難
の
現
在
、
貴
重
な
財
源
 

で
あ
り
、
税
あ
る
い
は
住
宅
料
の
 

公
平
性
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
 

我
が
町
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
 

な
対
策
を
す
る
か
伺
い
た
い
。
 

 田
島
町
長
　
管
内
の
み
な
ら
ず
全
 

国
的
に
も
滞
納
者
は
増
加
の
傾
向
 

に
あ
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

公
平
適
正
な
賦
課
か
ら
公
平
適
正
 

な
徴
収
を
行
い
、
唯
一
の
一
般
財
 

QA QQAA
滞
納
者
へ
の
対
応
は
 

ど
う
す
る
の
か
？
 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
や
、
給
与
、
水
 

揚
げ
の
差
し
押
さ
え
等
、
法
に
基
づ
い
 

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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皆
さ
ん
と
協
議
を
し
、
使
い
道
を
 

ど
う
す
る
か
と
い
う
相
談
を
申
し
 

上
げ
、
方
向
付
け
を
し
て
い
た
だ
 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
建
物
が
大
き
い
も
の
で
す
か
ら
、
 

活
用
方
法
あ
る
い
は
売
却
も
含
め
、
 

決
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

る
と
思
い
ま
す
が
、
多
額
な
解
体
 

費
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
考
え
方
 

を
整
理
し
て
処
理
す
る
方
向
で
議
 

員
協
議
会
で
協
議
し
た
い
と
思
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

 遠
藤
議
員
　
老
人
福
祉
寮
で
す
が
、
 

町
民
の
方
で
貸
し
て
い
た
だ
き
た
 

い
、
あ
る
い
は
譲
っ
て
い
た
だ
き
 

た
い
と
い
う
話
が
出
た
場
合
は
ど
 

う
す
る
の
か
。
 

　
ま
た
、
自
然
の
家
も
ど
う
す
る
 

の
か
。
 

 田
島
町
長
　
老
人
福
祉
寮
の
処
分
 

に
つ
い
て
は
、
議
会
と
の
協
議
も
 

こ
れ
か
ら
で
し
ょ
う
け
ど
、
私
と
 

し
て
は
売
り
渡
し
た
方
が
一
番
良
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
後
は
買
っ
た
方
が
ど
う
す
る
か
 

考
え
る
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
の
際
 

町
の
手
か
ら
放
し
、
維
持
管
理
費
 

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
な
処
分
を
し
 

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
自
然
の
家
に
つ
い
て
は
、
議
員
 

遠
藤
議
員
　
現
在
、
サ
ケ
マ
ス
孵
 

化
場
、
老
人
福
祉
寮
、
町
民
プ
ー
 

ル
等
、
使
用
し
て
い
な
い
施
設
が
 

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
放
置
し
 

て
い
る
と
廃
屋
に
な
り
か
ね
な
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

　
早
い
う
ち
に
整
理
す
る
な
り
、
 

再
利
用
方
法
を
検
討
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
 

の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

 田
島
町
長
　
サ
ケ
マ
ス
孵
化
場
に
 

つ
き
ま
し
て
は
、
長
浜
の
素
晴
ら
 

し
い
水
が
あ
り
ま
す
か
ら
有
効
活
 

用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
そ
れ
か
ら
、
老
人
福
祉
寮
に
つ
 

き
ま
し
て
は
目
的
は
達
し
て
い
る
 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
既
に
建
設
か
ら
20
数
年
経
過
し
 

て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
利
用
は
出
 

来
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
処
 

分
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
最
後
に
町
民
プ
ー
ル
で
す
が
、
 

解
体
が
一
番
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
 

町
の
予
算
を
使
っ
て
解
体
は
出
来
 

QA QQAA

2問目 

遠
藤
議
員
　
廃
家
屋
処
理
助
成
金
 

が
50
万
円
し
か
計
上
し
て
い
な
い
 

の
で
、
少
な
い
気
が
し
ま
す
。
 

　
観
光
の
面
で
も
、
美
化
の
面
で
 

も
、
廃
屋
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
良
 

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
 

長
に
は
積
極
的
に
、
強
力
に
進
め
 

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 田
島
町
長
　
予
算
は
実
績
を
見
て
 

の
50
万
円
で
す
が
、
希
望
さ
れ
る
 

方
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
場
合
に
 

は
予
算
を
補
正
計
上
し
て
い
く
こ
 

と
も
出
来
る
か
と
思
い
ま
す
。
 

　
助
成
す
る
額
が
3
分
の
1
と
少
 

額
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
も
、
処
 

理
す
る
た
め
に
は
そ
う
い
う
方
法
 

で
協
力
を
頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
し
、
そ
う
い
う
方
針
で
進
め
な
 

け
れ
ば
廃
家
屋
の
処
理
は
中
々
進
 

ま
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
 

解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

遠
藤
議
員
　
町
長
の
執
行
方
針
の
 

中
に
「
廃
屋
の
整
理
に
つ
い
て
も
 

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
 

あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
計
 

画
で
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
 

か
伺
い
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
平
成
16
年
度
に
利
尻
 

町
廃
家
屋
等
処
理
助
成
要
綱
と
い
 

う
助
成
要
綱
を
創
設
し
て
お
り
、
 

こ
こ
3
年
で
住
宅
5
戸
、
倉
庫
5
 

戸
の
建
物
の
解
体
が
行
わ
れ
て
お
 

り
ま
す
。
 

　
大
変
失
礼
な
言
い
方
に
な
る
か
 

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
老
朽
化
に
よ
 

り
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
だ
と
か
、
 

ト
タ
ン
や
外
壁
材
等
が
飛
散
し
て
 

い
る
家
屋
や
倉
庫
も
あ
り
ま
す
の
 

で
、
出
来
る
限
り
理
解
を
得
ら
れ
 

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
 

　
観
光
地
で
す
し
、
ま
た
事
故
あ
 

る
い
は
火
災
が
起
き
た
ら
大
変
な
 

問
題
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
 

も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
 

QA QQAA
廃
屋
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
 

計
画
で
整
理
し
て
い
く
の
か
？
 

町
有
施
設
で
使
用
し
て
い
な
い
施
設
の
 

利
活
用
方
法
は
？
 

活
用
で
き
る
物
は
活
用
し
て
、
 

売
り
渡
し
や
解
体
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

所
有
者
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
 

Ｐ
Ｒ
し
、前
向
き
で
取
り
組
み
た
い
。
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江
戸
議
員
　
一
般
事
務
職
員
で
は
、
 

平
成
16
年
度
に
2
人
採
用
さ
れ
て
 

以
来
職
員
の
採
用
が
無
く
、
団
塊
 

世
代
の
退
職
に
よ
り
毎
年
2
、
3
 

名
が
退
職
す
る
こ
と
か
ら
、
役
場
 

組
織
の
低
迷
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
 

低
下
が
生
じ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
 

す
の
で
、
今
後
計
画
的
な
職
員
採
 

用
を
望
み
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
我
々
は
町
民
の
皆
さ
 

ん
の
全
体
の
奉
仕
者
と
言
う
こ
と
 

は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
訳
で
す
か
 

ら
、
退
職
者
不
補
充
で
仮
に
事
務
 

が
滞
っ
た
り
、
事
業
が
円
滑
に
進
 

ん
で
い
か
な
い
等
、
明
ら
か
に
職
 

員
が
少
な
い
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
 

基
本
は
基
本
と
し
て
補
充
す
る
こ
 

と
も
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
一
般
の
町
民
か
ら
見
 

る
面
も
あ
り
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
役
 

場
の
職
員
が
多
い
な
、
と
い
う
町
 

民
の
見
方
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
 

事
も
十
分
判
断
し
な
が
ら
適
正
に
 

対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
 

の
で
、
ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

り
ま
す
の
で
、
経
営
状
態
の
推
移
 

も
見
な
が
ら
内
部
で
検
討
し
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

　
次
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
 

す
が
、
適
当
な
業
者
が
見
つ
か
れ
 

ば
委
託
を
し
て
も
良
い
と
考
え
て
 

お
り
ま
す
。
 

　
合
併
後
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
 

れ
の
施
設
で
方
向
付
け
が
必
要
で
 

す
の
で
、
対
応
策
を
考
え
て
参
り
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 七
尾
議
員
　
砕
石
事
業
所
や
ホ
テ
 

ル
利
尻
で
は
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
 

て
頂
い
て
赤
字
を
出
さ
ず
に
や
っ
 

て
く
れ
て
い
る
事
は
、
感
謝
い
た
 

し
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
砕
石
事
業
所
や
ホ
テ
 

ル
に
関
し
て
は
我
々
町
独
自
の
も
 

の
で
あ
っ
て
合
併
に
持
ち
込
む
の
 

は
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。
 

七
尾
議
員
　
現
在
、
町
が
運
営
し
 

て
い
る
砕
石
事
業
所
、
ホ
テ
ル
利
 

尻
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
 

の
運
営
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
 

え
て
い
る
の
か
。
 

　
民
間
に
委
託
で
き
る
も
の
は
委
 

託
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。
 

　
ま
た
、
今
後
合
併
す
る
時
に
、
 

砕
石
事
業
所
や
ホ
テ
ル
利
尻
は
合
 

併
町
へ
持
ち
越
す
考
え
な
の
か
。
 

 田
島
町
長
　
基
本
的
な
考
え
方
と
 

し
て
は
、
民
間
で
可
能
な
場
合
は
 

委
託
し
て
差
し
支
え
な
い
か
と
思
 

い
ま
す
。
 

　
ま
ず
砕
石
事
業
所
で
す
が
、
収
 

支
と
し
て
は
黒
字
経
営
を
維
持
し
、
 

町
内
の
雇
用
の
場
や
公
共
事
業
の
 

推
進
に
も
役
割
を
果
た
し
て
い
る
 

の
も
事
実
で
す
の
で
、
当
分
の
間
 

現
状
で
維
持
し
、
様
子
を
見
て
い
 

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
ホ
テ
ル
経
営
も
現
在
安
定
経
営
 

を
維
持
し
て
お
り
ま
す
が
、
民
間
 

委
託
等
は
今
後
必
要
と
思
っ
て
お
 

QA QQAA
町
営
施
設
の
民
間
委
託
を
す
る
 

考
え
は
あ
る
の
か
？
 

本
町
の
職
員
の
定
員
管
理
に
つ
い
て
 

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
？
 

経
営
状
態
の
推
移
を
見
て
、
 

内
部
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

田
島
町
長
　
職
員
の
定
員
管
理
に
 

つ
い
て
は
、
国
の
指
導
要
請
の
も
 

と
に
道
へ
提
出
し
、
定
員
適
正
化
 

計
画
を
策
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
 

る
最
中
で
す
。
 

　
職
員
数
は
、
管
内
市
町
村
と
比
 

べ
ま
す
と
、
本
町
で
は
職
員
1
人
 

あ
た
り
の
住
民
の
人
数
が
42
人
と
 

な
り
、
だ
い
た
い
管
内
平
均
と
同
 

じ
で
す
。
 

　
本
町
の
定
員
適
正
化
計
画
は
、
 

平
成
17
年
か
ら
5
ヶ
年
間
で
退
職
 

者
の
補
充
を
80
％
削
減
す
る
計
画
 

で
し
て
、
例
え
ば
10
人
退
職
し
た
 

場
合
に
は
2
名
補
充
す
る
と
い
う
 

内
容
で
す
。
 

　
ご
存
じ
の
と
お
り
、
最
近
事
務
 

的
に
も
Ｉ
Ｔ
技
術
が
進
ん
で
き
て
、
 

職
員
の
事
務
処
理
も
非
常
に
早
く
 

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

　
そ
う
い
っ
た
面
で
我
々
も
現
場
 

を
見
な
が
ら
、
ま
た
国
、
道
の
指
 

導
に
も
基
づ
き
な
が
ら
定
員
管
理
 

を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
 

り
ま
す
。
 

江
戸
議
員
　
本
町
の
職
員
数
は
管
 

内
で
も
少
な
い
よ
う
で
あ
る
と
聞
 

い
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
20
年
3
 

月
末
か
ら
退
職
さ
れ
る
方
が
毎
年
 

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
 

　
職
員
の
不
補
充
は
い
つ
ま
で
続
 

け
る
考
え
で
い
る
の
か
、
町
長
の
 

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 国

、
道
の
指
導
に
基
づ
き
 

定
員
管
理
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
 

QA QQAA

田
島
町
長
　
今
日
ま
で
、
町
が
進
 

め
て
き
た
基
盤
を
強
化
し
な
が
ら
 

販
路
を
一
層
拡
大
し
て
い
く
事
と
、
 

新
商
品
の
開
発
も
含
め
て
町
財
源
 

の
確
保
に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
将
来
ず
っ
と
続
け
て
い
く
と
言
 

う
こ
と
で
は
無
く
、
経
営
面
の
推
 

移
を
見
な
が
ら
、
当
分
の
間
、
町
 

営
で
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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市
町
村
の
名
前
が
出
る
と
い
う
事
 

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、混
乱
を
招
 

い
て
し
ま
い
大
変
申
し
訳
な
く
、お
 

詫
び
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
職
員
何
人
か
の
手
で
伝
わ
っ
て
 

ア
ン
ケ
ー
ト
が
作
ら
れ
た
わ
け
で
 

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
 

私
の
責
任
だ
と
思
っ
て
お
り
、
明
 

確
で
な
い
部
分
の
回
答
の
仕
方
も
 

あ
り
ま
す
の
で
、
精
査
と
注
意
を
 

払
い
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
 

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
 

を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 惣
万
議
員
　
町
長
が
大
変
申
し
訳
 

な
か
っ
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
 

こ
の
よ
う
な
報
道
を
見
ま
す
と
、
 

内
容
の
知
ら
な
い
町
民
の
方
々
は
 

大
変
不
安
な
感
じ
を
受
け
ら
れ
る
 

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
こ
の
新
聞
報
道
の
中
に
 

総
務
課
と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
 

は
総
務
の
方
で
対
応
さ
れ
た
の
で
 

し
ょ
う
か
。
 

惣
万
議
員
　
日
経
新
聞
報
道
に
よ
 

り
ま
す
と
、
市
町
村
長
へ
の
ア
ン
 

ケ
ー
ト
調
査
で
、
利
尻
町
の
平
成
 

19
年
度
決
算
の
実
質
収
支
が
赤
字
 

に
転
落
す
る
見
通
し
と
な
る
と
の
 

報
道
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
 

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
ど
の
よ
 

う
な
経
緯
で
報
告
さ
れ
た
の
か
、
 

町
長
に
伺
い
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
昨
年
の
12
月
18
日
付
 

け
で
、
日
経
新
聞
札
幌
支
社
か
ら
 

財
政
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
 

調
査
で
依
頼
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
 

の
質
問
の
中
に
「
2
、
3
年
の
内
 

に
財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る
可
 

能
性
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
問
 

い
に
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 

等
も
検
討
し
つ
つ
「
可
能
性
は
あ
 

る
」
と
回
答
し
た
と
こ
ろ
、
記
事
 

と
し
て
報
道
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
 

ま
し
て
、
今
ま
で
何
回
か
こ
の
よ
 

う
な
調
査
に
回
答
し
た
経
緯
も
あ
 

り
、
集
約
さ
れ
た
数
字
で
発
表
さ
 

れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
 

に
問
題
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。
 

 田
島
町
長
　
条
件
が
そ
ろ
う
も
の
 

で
あ
れ
ば
、
地
域
の
方
々
の
意
見
 

も
十
分
尊
重
し
な
が
ら
進
ん
で
い
 

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
海
浜
留
学
の
話
も
出
ま
し
 

た
が
、
複
式
学
級
を
出
来
る
だ
け
 

避
け
る
た
め
に
打
開
策
と
し
て
進
 

め
て
き
た
過
去
の
実
例
で
あ
り
ま
 

す
か
ら
、
十
分
先
を
読
み
な
が
ら
、
 

見
直
し
す
る
時
期
に
来
て
い
る
か
 

と
思
い
ま
す
。
 

　
保
育
所
は
色
々
難
関
は
あ
る
に
 

し
て
も
、
統
合
と
い
う
形
が
一
番
 

良
い
と
い
う
気
も
し
て
お
り
ま
す
 

が
、
少
し
推
移
を
見
る
必
要
が
あ
 

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

浜
留
学
制
度
も
含
め
て
検
討
し
て
 

み
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
 

す
。
 

　
ま
た
、
保
育
所
の
統
廃
合
で
す
 

が
、
沓
形
は
少
し
減
っ
て
お
り
ま
 

す
が
、
仙
法
志
は
逆
に
増
え
て
お
 

り
ま
す
の
で
、
今
後
の
統
廃
合
を
 

検
討
す
る
う
え
で
参
考
に
し
て
参
 

り
ま
す
。
 

 惣
万
議
員
　
子
供
達
の
教
育
を
考
 

え
ま
す
と
、
生
徒
数
の
多
い
学
校
 

で
、
団
体
競
技
等
、
色
々
な
も
の
 

に
触
れ
る
か
た
ち
の
方
が
子
供
達
 

に
と
っ
て
良
い
教
育
が
出
来
る
と
 

思
い
ま
す
。
 

　
検
討
に
入
っ
て
い
る
と
言
う
こ
 

と
な
の
で
、
な
る
べ
く
早
い
う
ち
 

に
協
議
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
保
育
所
で
す
が
、
仙
法
 

志
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
事
 

で
、
十
分
検
討
が
必
要
だ
と
思
い
 

ま
す
が
、
や
は
り
財
政
難
が
一
番
 

大
き
な
事
で
す
か
ら
、
今
後
早
め
 

惣
万
議
員
　
宗
谷
管
内
・
他
管
内
 

に
お
い
て
も
生
徒
数
の
減
少
等
に
 

よ
り
、
学
校
統
合
す
る
市
町
村
の
 

報
道
が
さ
れ
て
お
り
、
我
が
町
で
 

も
海
浜
留
学
等
を
対
策
と
し
学
級
 

減
少
対
策
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
 

こ
の
よ
う
な
財
政
難
の
状
況
か
ら
 

学
校
の
統
合
問
題
は
避
け
て
通
れ
 

な
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
保
育
所
も
同
様
と
考
え
ま
 

す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
 

 田
島
町
長
　
各
地
域
と
も
学
校
の
 

統
廃
合
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
事
 

実
で
あ
り
ま
す
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
同
様
の
実
情
 

に
あ
る
と
は
言
え
、
慎
重
に
判
断
 

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
お
り
 

ま
す
。
 

　
該
当
さ
れ
る
学
校
の
関
係
者
の
 

中
で
は
検
討
を
始
め
て
い
る
と
聞
 

い
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
将
来
複
式
学
級
へ
移
行
 

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
も
想
定
さ
れ
、
 

十
分
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
海
 

QA QQAA

QA QQAA
学
校
・
保
育
所
の
統
廃
合
は
 

考
え
て
い
る
の
か
？
 

地
域
の
方
々
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
 

ら
検
討
し
て
参
り
た
い
。
 

日
経
新
聞
報
道
の
報
告
経
緯
を
 

伺
い
た
い
？
 

最
終
判
断
は
私
で
す
の
で
、
大
変
混
乱
 

を
招
い
て
し
ま
い
申
し
訳
な
い
。
 

2問目 
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で
も
う
一
度
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 

を
作
っ
て
頂
き
た
い
と
お
も
い
ま
 

す
。
 

 田
島
町
長
　
不
確
定
要
素
は
多
少
 

あ
る
に
し
て
も
、
大
き
な
動
き
は
 

な
い
の
で
は
と
の
判
断
で
作
成
し
 

た
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
財
政
健
全
 

化
計
画
を
策
定
し
、
財
源
を
確
保
 

出
来
る
も
の
は
し
た
り
、
歳
出
を
 

見
直
し
て
コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
 

組
む
努
力
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
そ
の
段
階
に
な
り
シ
ミ
ュ
レ
ー
 

シ
ョ
ン
が
出
来
ま
し
た
ら
、
議
員
 

の
皆
さ
ん
に
報
告
す
る
機
会
を
作
 

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
色
々
な
面
で
、
心
新
た
に
し
て
 

何
と
か
財
政
運
営
を
し
て
い
き
た
 

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
 

民
皆
様
に
は
ご
負
担
な
り
痛
み
を
 

お
願
い
す
る
事
も
出
て
く
る
と
思
 

い
ま
す
け
ど
、
ご
理
解
を
賜
り
た
 

い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
す
。
 

　
ご
質
問
の
よ
う
に
、
シ
ミ
ュ
レ
 

ー
シ
ョ
ン
は
抜
本
的
な
健
全
化
計
 

画
を
し
た
場
合
、
大
き
く
変
わ
っ
 

て
き
ま
す
し
、
新
年
度
に
お
い
て
 

も
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
断
行
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
 

お
り
ま
す
の
で
、
も
っ
と
具
体
化
 

し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
 

す
る
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
合
併
し
な
い
方
針
で
作
 

成
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
合
 

併
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
 

合
併
し
な
い
場
合
で
作
成
し
た
と
 

言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 惣
万
議
員
　
や
は
り
実
質
的
な
も
 

の
を
作
る
と
す
れ
ば
、
大
き
な
行
 

財
政
改
革
を
し
、
補
助
金
・
負
担
 

金
の
見
直
し
も
含
め
な
が
ら
シ
ミ
 

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
く
必
 

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
財
政
状
況
は
悪
い
状
況
に
あ
り
 

ま
す
の
で
、
行
財
政
改
革
の
計
画
 

を
早
め
に
作
っ
て
頂
き
、
そ
の
中
 

惣
万
議
員
　
議
員
打
合
せ
会
議
で
、
 

今
後
の
財
政
状
況
と
10
ヶ
年
の
財
 

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
 

の
説
明
を
頂
き
ま
し
た
が
、
各
歳
 

入
歳
出
の
科
目
を
年
度
別
に
パ
ー
 

セ
ン
ト
で
減
額
し
た
だ
け
の
財
政
 

計
画
で
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
行
財
政
改
 

革
を
進
め
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
 

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
 

と
い
う
説
明
を
す
べ
き
だ
と
思
い
 

ま
す
。
 

　
ま
た
、
10
ヶ
年
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
 

シ
ョ
ン
を
作
成
し
た
と
言
う
こ
と
 

は
、
町
村
合
併
を
考
え
て
い
な
い
 

の
で
し
ょ
う
か
。
 

 田
島
町
長
　
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
 

ョ
ン
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
本
 

町
の
新
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
 

の
答
申
も
踏
ま
え
、
現
段
階
で
実
 

施
可
能
な
も
の
は
平
成
19
年
度
の
 

予
算
ベ
ー
ス
に
、
一
定
の
率
を
削
 

減
し
た
り
、
不
透
明
な
も
の
は
そ
 

の
ま
ま
見
込
ん
で
作
成
し
て
お
り
 

田
島
町
長
　
新
聞
で
は
総
務
課
と
 

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
受
付
し
 

て
書
き
込
む
所
は
書
き
込
ん
だ
り
 

し
て
、
最
終
的
に
判
を
押
す
の
は
 

私
で
す
か
ら
、
私
の
責
任
と
い
う
 

事
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
今
後
は
 

十
分
に
気
を
付
け
て
取
り
扱
っ
て
 

参
り
ま
す
。
 

　
た
だ
、
報
道
に
も
ご
ざ
い
ま
す
 

よ
う
に
、
再
建
団
体
だ
け
は
、
ど
 

う
し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
と
い
う
思
い
は
、
私
は
も
ち
ろ
 

ん
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
も
持
っ
て
 

頂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
 

の
た
め
に
も
頑
張
っ
て
乗
り
越
え
 

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

QA QQAA
新
年
度
に
お
い
て
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
 

断
行
し
、
具
体
化
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
 

作
り
ま
す
。
 

行
財
政
改
革
を
進
め
た
結
果
の
、
財
政
シ
ミ
ュ
 

レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
？
 

議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 議会を傍聴しましょう 
町政の主人公は町民の皆さんです！ 

定例町議会は年4回（3・6・9・12月）に開かれます。 

3問目 
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　保育所や小学校などで交 
通安全教室が開催されまし 
た。 
　自転車の正しい乗り方や 
横断歩道の渡り方など、交 
通ルールを守るため、みな 
真剣なまなざしで学んでい 
ました。 

沓形保育所交通安全教室 
5

19 沓形小学校交通安全教室 
4

18

漁業後継者氏名：平田  誠さん（沓本町）牧野  和裕さん（神磯）町村  航一さん（御崎） 

放流直前のナマコ ナマコ幼生 8/9採苗 
5

7

交通安全を学習 

　利尻町の基幹産業である漁業の 
将来を担う漁業後継者3名に、5月 
12日田島町長から、これからの漁 
業活動に向け激励の言葉があり、 
新しい門出の祝福として磯舟・報 
償金が贈呈されました。 

磯舟・報償金を贈呈 

　昨年８月に人工採苗に成功したナマコ 
幼生は順調に成長し、大きいものでは７ 
㎝小さいものでも３㎝に成長し、１万６ 
千個体が５月24日放流されました。 
　３年後の生産に大きな期待がよせられ 
ています。 

稚ナマコ放流 

春の交通安全運動 

しっかり守ろう 交通ルール しっかり守ろう しっかり守ろう 交通ルール 交通ルール 

　春の全国交通安全運動初日の5月11日、交 

通安全街頭啓発を行いドライバーに安全運転 

を呼びかけました。 

　本町は7月8日の交通事故死ゼロ1500日達 

成を目標に掲げ、交通安全を推進しておりま 

す。 

漁業の未来に向け 漁業の未来に向け 
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　街の中を色とりどりの花で彩 
る「花いっぱい運動」が5月26日実 
施されました。当日は多数の町民 
が参加し、沓形・仙法志両地区の 
プランターの設置や「リシリヒナ 
ゲシ通」の整備、花の植栽 
作業に心地よい汗を流し 
ました。 

5
26

　沓形～香深航路が５月 

１日から再開され、観光 

シーズンもいよいよ本番。 

沓形港や沓形岬公園など 

島内の観光スポットも利 

尻島観光で訪れた観光客 

で賑わいを見せはじめま 

した。 

“ごみのないきれいなまちに”道端に落ち 
ているゴミや海岸に打ち揚げられたゴミを 
少しでも減らし、清潔で住みよい町にしよ 
うと小中学校・漁業協同組合・各事業所な 
どが協力して「クリーンキャンペーン」が 
実施されました。 

可愛いお花に 
　身も心も癒されます 
可愛いお花に 
　身も心も癒されます 
可愛いお花に 
　身も心も癒されます 

町
を
き
れ
い
に 

町
を
き
れ
い
に 

町
を
き
れ
い
に 
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　75歳以上の方は現在、国民健康保険や被用者保険などの医療保険制度に加入しながら、老人保健制度で 
医療を受けていますが、平成20年４月からはそれらを脱退し、新しく創設される「後期高齢者医療制度」 
に移ることとなります。 
 
◆新しい制度の目的はなに？ 
　老人医療費を中心に国民医療費が増大するなか、国民皆保険を維持し、医療保険制度を将来にわたり持 
続可能なものとしていくため、高齢化社会に対応した仕組みとして、高齢者世代と現役世代の負担を明確 
化し、公平でわかりやすい独立した医療制度を創設するものです。これまでの老人保健制度に替わり、新 
しく創設される後期高齢者医療制度は、平成20年４月から運営が始まります。 
 
◆対象者（被保険者）はだれ？ 
　s75歳以上の方　　　s一定の障害のある65歳以上75歳未満の方 
 
◆制度を運営するのはどこ？ 
　制度は、道内全180市町村が加入する北海道後期高齢者医療広域連合が運営主体となり、各市町村は保険 
料徴収や窓口業務（申請・届出の受付等）を行います。それぞれの主な業務は次のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆保険料はどうなるの？ 
　個人ごとに算定された保険料を被保険者一人ひとりが支払うこととなり、原則として年金から天引きさ 
れます（所得の低い方は、世帯の所得水準に応じて保険料が軽減されます）。また、健康保険などの被用 
者保険の被扶養者だった方も保険料を負担することになります（２年間軽減される経過措置があります）。 
　保険料率は、平成19年11月に開催予定の「北海道後期高齢者医療広域連合議会」で保険料条例を制定し、 
決定することになっています。 
 
◆医療機関の窓口での自己負担はどうなるの？ 
　現行の老人保健制度と同様に、１割負担（ただし現役並み所得者は３割負担）となります。 
 
◆問い合せ先 

北海道後期高齢者医療広域連合事務局 
　〒060-0062 札幌市中央区南２条西14丁目　国保会館内 
　電話番号：011－290－5601 
　ファックス番号：011－210－5022 
　電子メールアドレス：webmaster@iryokouiki-hokkaido.jp 
　ホームページＵＲＬ：http://iryokouiki-hokkaido.jp/

北海道後期高齢者医療広域連合 各　　市　　町　　村 

s被保険者の資格管理 

s被保険者証等の発行 

s保険料の決定・賦課 

s医療給付に関する審査・支払い 

s資格管理に関する申請・届出の受付 

s被保険者証等の引き渡し 

s保険料の徴収 

s医療給付に関する申請・届出の受付 

～後期高齢者医療制度がスタート～ 

利尻町保健福祉課 
　電話番号：84－2345
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　旧軍人等で恩給等を受けていない恩給欠格者、戦後、ソ連やモンゴルに強制抑留された者、 
終戦に伴い本邦以外の地域から引き上げてこられた者の「ご本人」に、あらためて慰藉の念を 
表すため、内閣総理大臣名の『特別慰労品』を贈呈しています。 
　過去に内閣総理大臣名の書状等を受けた方、書状を受ける資格があったにもかかわらず、請 
求されていない方も対象です。 
　請求書は、利尻町役場保健福祉課福祉係又は仙法志支所窓口に置いてあります。 

　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務に従 
事された旧日本赤十字社救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方（慰労給付金受給者は除く） 
に対して、その御労苦に報いるため内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。 

御本人または御家族などからの 
　　　御連絡をお待ちしております。 

【問い合わせ】独立行政法人　平和記念事業特別基金　特別記念事業担当係 
　　　　　　　〒163－0231　東京都新宿区西新宿２－６－１  新宿住友ビル 
　　　　　　　電話（無料）：0120－234－933（月～金曜日 9：15～17：15、土・日休） 
　　　　　　　ホームページ：http : //www.heiwa.go.jp 
　　　　　　　請求期間：平成19年４月１日から平成21年３月31日まで 

恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の皆様へ 

請求用紙は、総務省大臣官房管理室に 
御連絡されるか、北海道保健福祉部福 
祉局福祉援護課（電話011―204―52 
69）までお問い合わせください。 

【問い合わせ】 
　総務省大臣官房管理室　業務担当 
　〒100－8926  東京都千代田区霞が関2－1－2 
　電話：03－5253－5182 
　FAX：03－5253－5190

内閣総理大臣名の書状を贈呈します 
請求期限が2年間延長 
　平成21年3月31日まで！！ 
請求期限が2年間延長 
　平成21年3月31日まで！！ 

●受 験 資 格：昭和61年4月2日から平成2年4月1日 
　　　　　　　生まれの者 
●試験の程度：高等学校卒業程度 
●受験申込期間：6月26日（火）から7月3日（火） 
●受験申込先：〒060－0042 
　　　　　　　札幌市中央区大通西12丁目 
　　　　　　　人事院北海道事務局 
　　　　　　　TEL（011）241－1248 
●第１次試験：9月9日（日）《教養・適性・作文》 
　　　　　　　合格発表日  10月11日（木） 
●第２次試験：10月18日（木）～10月25日（木）までの 
　　　　　　　指定する１日 
●最終合格発表：11月15日（木）《人物試験・身体検査》 

　札幌国税局では、税務職員を募集 
しています。 
　人事院が実施する国家公務員採用 
Ⅲ種（税務）試験の最終合格者の中 
から採用されます。 
　採用試験の概要は、次のとおりで 
す。 

問い 
合わせ 

札幌国税局人事第二課採用担当（TEL：011－231－5011  内線：2315） 
稚内税務署総務課（TEL：0162－33－1155）までお問い合わせください。 
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●日時及び会場 
　　6月14日（木）鬼脇公民館 
　　7月12日（木）交流促進施設どんと 
　　8月21日（火）利尻町公民館 

●優良講習　午後5時30分より 

※更新手続きをした方でな 
　ければ受講できません。 

稚内警察署沓形駐在所 
  TEL0163－84－2110

運転免許証 
更新時講習会  
運転免許証 

更新時講習会  

　利尻町の林野火災は、多くの高山植物などを焼失した昭和62年、63年に連続発生したあと、これまで 
無火災が続いています。しかし、森林はつねに火災の危険にさらされており、一度発生するとその回復 
には長い年月と多大な労力と資金を要し、個人的な損失はもとより社会的損失もきわめて大きいものが 
あり、二度と林野火災を起こさないよう町民の注意と協力が必要です。 
　利尻町では、林野火災予消防対策協議会を開き、林野火災の予消防対策について、次のことを決めま 
したので、入林の際はご協力をお願いします。 

　北海道では交通事故で困っている方の相談 
に応じるため、交通事故巡回相談を実施致し 
ます。 
　専門の相談員が皆様の相談に応じますので、 
相談を希望される方は相談日の2日前までに 
役場保健福祉課町民係まで申し込みください。 
（相談は予約制です。） 

交通事故巡回相談の 
　　　　　　お知らせ 

相談日：7月  4日（水）・11月7日（水） 
　　　　3月19日（水） 
時　間：午前10時～午後3時 
会　場：稚内市役所 

【申込・お問合せ】 

　役場保健福祉課町民係 

◎森林内や畑などで火入れやゴミ焼をする場合は、必ず消防署へ届出し指示を受けて下さい。 
◎竹の子・山菜等を採取するため入林する場合は、必ず入林許可証（各地区の森林愛護組合長 
　さん宅にあります。）を携帯し、喫煙者は、携帯用灰皿等を携行するようにしてください。 
◎林野火災を発見した場合は、ただちに消防署、役場、役場支所へ連絡して下さい。 

利尻町・利尻礼文消防事務組合消防署・宗谷森林管理署・沓形森林愛護組合連合会・仙法志森林愛護組合連合会 

1．林野火災警防期間 
　　ア  警防実施期間  5月 1日（火）～7月31日（火） 
　　イ  警防強化期間  5月10日（木）～7月10日（火） 

2．非常警戒 
　　ア  湿度  最小湿度45％以下のとき 
　　イ  風速  毎秒10ｍ以上のとき 
　　ウ  連続して 5日以上降雨のないとき 
　　エ  林野火災通報を受けたとき 

3．非常警戒の措置 
　　ア  一般入林者の制限（登山者、山菜採取者等） 
　　イ  火入れやたき火の禁止（通常時も届出が必要な場合がありますので、必ず確認ください） 
　　ウ  特別巡視の実施（町職員、森林管理署森林官、各地区森林愛護組合員等） 
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ニ
ッ
チ
ュ
ウ
（
栄
浜
）
が
二
台
、
 

マ
タ
ワ
ッ
カ（
泉
町
）、
タ
ネ
ト
ン
 

ナ
イ
（
種
富
町
）
が
各
一
台
と
な
 

っ
て
い
る
。
 

　
こ
の
電
話
番
号
簿
で
利
尻
島
内
 

の
電
話
設
置
状
況
は
鴛
泊
五
一
、
 

鬼
脇
四
五
、
仙
法
志
三
〇
で
沓
形
 

の
五
五
が
や
や
多
い
が
、
礼
文
の
 

香
深
、
船
泊
は
な
ぜ
か
掲
載
さ
れ
 

て
い
な
い
。
お
も
し
ろ
い
こ
と
は
 

中
頓
別
局
の
よ
う
に
加
入
者
の
屋
 

号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
 

町
村
に
よ
っ
て
は
加
入
者
の
六
、
 

七
割
が
屋
号
を
併
載
し
て
い
る
こ
 

と
。
屋
号
を
重
ん
じ
た
当
時
の
人
 

た
ち
の
気
質
を
う
か
が
う
こ
と
が
 

で
き
る
一
面
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
 

に
し
て
は
利
尻
関
係
に
屋
号
の
記
 

載
が
な
い
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
 

　
今
で
こ
そ
電
話
は
設
置
し
な
い
 

家
庭
は
ま
ず
な
い
と
思
う
が
、
当
 

時
と
し
て
は
非
常
に
高
価
な
も
の
 

で
、
一
般
に
は
到
底
手
の
届
か
な
 

い
文
明
の
利
器
で
あ
っ
た
。
 

　
（
利
尻
郷
土
史
研
究
会
会
員
）
 

山本　康平 
沓形字泉町　　父：真司　母：綾子 

くん（4さい） 

● 

通
信
局
時
代
の
電
話
番
號
簿 

私たちをお父さん、お母さんに 
してくれてありがとう。好きな 
こと得意なことをみつけて、ど 
んどん伸ばしていってね!!

へい こう 

　
昭
和
六
年
一
月
三
〇
日
札
幌
逓
 

信
局
発
行
の
『
旭
川
地
方
電
話
番
 

号
簿
』
を
手
に
入
れ
た
。
中
身
は
 

昭
和
五
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の
 

で
あ
る
。
 

　
沓
形
局
の
加
入
者
は
五
五
番
ま
 

で
。
職
業
別
の
加
入
状
況
は
、
な
 

ん
と
い
っ
て
も
商
業
が
多
く
二
四
。
 

次
い
で
漁
業
が
五
、
郵
便
局
長
四
、
 

料
理
店
、
宿
業
が
そ
れ
ぞ
れ
三
、
 

医
師
と
回
漕
店
が
各
二
、
他
に
は
 

材
木
業
、
飲
食
業
、
写
真
業
、
肝
 

油
製
造
業
、
薬
種
業
、
艀
業
、
銀
 

行
員
、
無
尽
会
社
、
会
社
員
が
各
 

一
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
役
場
、
 

水
産
組
合
、
学
校
が
一
ヶ
づ
つ
計
 

五
五
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
設
置
 

状
況
の
う
ち
沓
形
郵
便
局
長
が
蘭
 

泊
と
栄
浜
に
建
網
二
統
を
有
し
電
 

話
を
設
置
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
 

　
ち
な
み
に
電
話
機
の
設
置
地
区
 

別
に
は
、
ク
ツ
カ
ン
タ
（
現
在
の
 

市
街
地
）
が
四
一
台
、
ル
ラ
ン
ト
 

マ
リ（
蘭
泊
）、
ビ
ヤ
コ
ロ（
新
湊
）
 

が
各
四
台
、
カ
モ
イ
ヌ
カ（
神
居
）、
 

屋号が併載されている中頓別局 
 



22

軟
式
野
球
部
で
き
る
 

　
自
分
が
高
校
二
年
生
の
時
、
昭
 

和
三
三
年
に
高
校
の
事
務
長
だ
っ
 

た
鈴
枝
実
さ
ん
が
野
球
部
つ
く
っ
 

て
み
た
ら
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ
 

っ
た
ん
だ
。
と
い
う
の
は
初
代
の
 

細
野
哲
雄
校
長
が
柔
道
す
る
ん
で
 

柔
道
部
が
で
き
る
。
野
球
部
は
誰
 

も
教
え
る
人
が
い
な
か
っ
た
け
ど
、
 

ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
野
球
と
い
う
 

こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
、
事
務
長
の
 

鈴
枝
さ
ん
が
音
頭
と
っ
て
く
れ
た
 

ん
だ
と
思
う
。
 

　
さ
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
柔
道
か
 

そ
れ
と
も
野
球
か
を
選
ぶ
こ
と
と
 

な
っ
た
。
中
学
校
で
野
球
や
っ
て
 

た
の
が
い
た
か
ら
、
野
球
部
入
っ
 

て
、
野
球
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
 

呼
び
か
け
が
始
ま
っ
た
ん
だ
。
顧
 

問
は
為
成
勝
五
郎
先
生
。
キ
ャ
プ
 

テ
ン
は
な
ぜ
か
自
分
と
な
っ
た
。
 

練
習
は
ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち
で
考
 

す
る
ん
で
、
す
ぐ
に
柔
軟
体
操
。
 

そ
れ
が
終
わ
っ
て
二
球
ほ
ど
投
げ
 

る
と
直
ぐ
に
痙
攣
・
柔
軟
体
操
。
 

こ
れ
が
し
っ
き
り
な
し
に
続
く
も
 

ん
だ
か
ら
、
打
つ
と
き
の
集
中
力
 

が
切
れ
て
し
ま
う
ん
だ
。
こ
う
し
 

て
来
た
球
を
何
で
も
打
っ
ち
ゃ
う
 

か
ら
ボ
テ
ボ
テ
の
ゴ
ロ
。
 

　
今
に
し
て
思
う
と
、
ど
ん
な
場
 

面
で
も
む
か
っ
て
い
け
る
集
中
力
、
 

そ
れ
に
守
備
打
撃
の
し
っ
か
り
し
 

た
基
礎
練
習
の
積
み
重
ね
が
大
事
 

な
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
今
の
利
尻
 

高
校
野
球
部
に
し
っ
か
り
と
伝
え
 

た
い
こ
と
だ
。
 

  　
昭
和
三
四
年
九
月
、
利
尻
高
校
 

初
の
学
校
祭
が
あ
っ
た
。
今
で
も
 

思
い
出
に
残
る
の
が
、
町
を
あ
る
 

い
た
仮
装
行
列
。
 

　
自
分
が
生
徒
会
長
だ
っ
た
の
で
、
 

校
旗
を
も
っ
て
仮
装
行
列
の
先
頭
 

を
歩
い
た
ん
だ
。
初
め
の
う
ち
、
 

歩
き
な
が
ら
緊
張
し
た
け
ど
、
仮
 

装
が
く
る
た
び
に
町
じ
ゅ
う
の
人
 

た
ち
が
拍
手
と
大
き
な
歓
声
で
盛
 

り
上
が
る
ん
で
最
初
の
学
校
祭
・
 

仮
装
行
列
を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
 

感
じ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
利
尻
 

高
校
創
立
五
〇
年
と
い
う
こ
と
で
 

思
い
出
さ
れ
る
。
思
い
出
が
懐
か
 

し
さ
だ
け
で
な
く
今
を
支
え
る
こ
 

と
が
大
事
。
語
れ
る
思
い
出
、
大
 

事
な
こ
と
だ
。
 

語
り
　
三
上
　
豊
さ
ん
。
昭
和
一
 

六
年
一
一
月
七
日
、
樺
太
久
春
内
 

郡
珍
内
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
二
二
 

年
八
月
に
沓
形
神
居
に
移
り
住
む
。
 

現
在
は
東
京
都
八
王
子
市
在
住
。
 

利
尻
高
等
学
校
第
一
回
生
。
 

採
訪
　
平
成
一
九
年
四
月
一
三
日
 

（332） 

（206） 

利
尻
の
語
り
 

語
り
　
三
上
　
　
豊
さ
ん
 

利
尻
高
等
学
校
五
〇
年
の
 

　
　思
い
と
ま
な
ざ
し（
二
） 

軟
式
野
球
部
で
き
る
 

第
一
回
文
化
祭
仮
装
行
列
 

第
一
回
文
化
祭
仮
装
行
列
 

え
た
こ
と
。
で
も
グ
ラ
ン
ド
は
広
 

か
っ
た
け
ど
原
っ
ぱ
み
た
い
も
ん
 

だ
っ
た
。
石
は
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
 

た
か
ら
、
と
て
も
整
っ
た
地
面
じ
 

ゃ
な
か
っ
た
。
 

　
で
も
野
球
で
き
る
う
れ
し
さ
、
 

楽
し
さ
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
沓
 

形
に
職
域
野
球
大
会
が
あ
っ
た
か
 

ら
、
そ
こ
に
参
加
す
る
こ
と
も
練
 

習
の
一
つ
だ
っ
た
。
 

　
三
年
生
の
時
だ
っ
た
。
初
め
て
 

高
体
連
の
公
式
戦
に
出
場
す
る
た
 

め
島
を
出
た
ん
だ
。
そ
れ
は
中
川
 

高
校
、
今
で
い
う
中
川
商
業
高
校
 

と
の
試
合
だ
っ
た
。
地
元
の
中
川
 

高
校
の
応
援
は
す
ご
か
っ
た
。
と
 

に
か
く
一
八
㍑
入
り
の
缶
を
何
個
 

も
集
め
て
ガ
ン
ガ
ン
叩
い
て
の
応
 

援
。
負
け
る
も
の
か
と
思
っ
た
け
 

ど
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
 

　
そ
れ
以
上
に
、
中
川
高
校
の
ピ
 

ッ
チ
ャ
ー
の
ペ
ー
ス
に
や
ら
れ
た
 

こ
と
を
覚
え
て
い
る
ん
だ
。
そ
れ
 

は
二
球
ほ
ど
投
げ
る
と
体
が
痙
攣
 

前列  右から南秀揮・佐藤元治・佐藤　昇・三上　功・長田和夫・多々見和之・佐藤　聡 
中列  右から奈良紘一・石垣芳勝・佐藤順悦 

後列  右から蠣崎寿夫・三上　豊・籾山忠雄・安井博治・寺田利行・牧野幹男 
 

利尻高等学校軟式野球部　神居海岸　昭和34年7月 
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◎
物
品
寄
付
関
係
 

・
利
尻
島
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
 

・
利
尻
町
議
会
議
員
会
　
様
 

・
利
尻
町
商
工
会
女
性
部
　
様
 

・
利
尻
町
女
性
団
体
 

　
　
　
　
　
　
連
絡
協
議
会
　
様
 

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
様
 

・
島
の
女
衆
の
会
　
様
 

・
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
 

　
　
　
　
　
　
　
イ
シ
ガ
キ
　
様
 

・
渡
辺
電
器
　
様
 

・
菅
原
薬
局
　
様
 

・
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
サ
エ
キ
　
様
 

・
㈱
星
田
商
会
　
様
 

・
㈲
利
尻
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
様
 

・
石
上
　
　
武
　
様
（
神
居
）
 

・
志
摩
　
恵
子
　
様
（
緑
町
）
 

・
馬
場
　
満
利
子
　
様
（
緑
町
）
 

・
柴
田
　
京
子
　
様
（
緑
町
）
 

・
角
谷
　
貞
子
　
様
（
蘭
泊
）
 

・
櫛
引
　
京
子
　
様
（
仙
本
町
）
 

 

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
 

・
仙
法
志
保
育
所
父
母
の
会
　
様
 

・
島
の
女
衆
の
会
　
様
 

 ◎
訪
問
関
係
 

・
コ
ー
ラ
ス
「
島
の
音
」
様
 

・
湖
　
月
　
会
　
様
 

・
琴
城
流
大
正
琴
愛
好
会
　
様
 

・
葵
流
利
尻
愛
好
会
　
様
 

・
仙
法
志
保
育
所
　
様
 

・
仙
法
志
小
学
校
　
様
 

・
仙
法
志
中
学
校
　
様
 

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会
　
様
 

・
土
沼
　
恭
一
　
様
 

　
　
（
札
幌
市
・
ギ
タ
ー
演
奏
）
 

・
早
川
　
八
重
子
　
様
 

　
　
　
　
　
　
（
歌
謡
シ
ョ
ー
）
 

消防だより

出動件数　　火災　０件　　救急　37件（平成19年 4 月30日現在） 

NO.344消防だより
【消さないで　あなたの心の　注意の火】 【消さないで　あなたの心の　注意の火】 

暖
か
な
善
意
に

暖
か
な
善
意
に
 

　
　
　
感
謝
し
ま
す

　
　
　
感
謝
し
ま
す
 

暖
か
な
善
意
に

暖
か
な
善
意
に
 

　
　
　
感
謝
し
ま
す

　
　
　
感
謝
し
ま
す
 

暖
か
な
善
意
に
 

　
　
　
感
謝
し
ま
す
 

ほのぼの荘ほのぼの荘

18.4.1～ 
　19.3.31 
　　 順不同 

　この他にも、変更点がありますが、新しい救命処置は、全体が簡素化され、誰でも簡単に実行で 

きるようになっています。この変更を機会に、 

申込みや、問い合わせは消防署（TEL 84－2119）までご連絡下さい。 
救命講習を受講しましょう！ 

　国の技術基準に適合し、日本消防検定協会の検査に合格した 
製品には、「鑑定（ＮＳ）」マークが貼っています。 
　また、消防署ではＮＳマークがついているものを推奨してい 
ます。 

平成20年5月31日まで設置して下さい。 

救命処置の方法が変わりました！ 

胸骨圧迫（心臓マッサージ）を重視！ 最も大きな変更点 

従来の胸骨圧迫15回と人工呼吸2回の組み合わせが… 

胸骨圧迫30回と人工呼吸2回の組み合わせに！ 

変更！ 変更！ 
絶え間ない 

胸骨圧迫が 
重要！ 

絶え間ない 

胸骨圧迫が 
重要！ 
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●● よせられた善意 ●●●● よせられた善意 ●●

【利尻町社会福祉協議会】 

この度、次の方々から愛情銀行に金一封及び物品が 
預託されましたので、紙上を借りてお礼申し上げます。 

●● よせられた善意 ●●
 
◆仙法志字神磯　田　中　良　一　様より 
　　　　　一金　100,000円 
　（特別養護老人ホームほのぼの荘へ） 
 
◆仙法志字御崎　長　田　尋　美　様より 
　　　　　一金　100,000円 
　（特別養護老人ホームほのぼの荘へ） 
 
【指定寄附】 
◆（高齢者生活福祉センター施設用） 
　　　　　フェイスタオル　100枚 
株式会社  利尻生コン 
　　代表取締役　中　田　　　勇　様より 

【一般寄附】 
◆仙法志字神磯　藤　井　ツ　ル　様より 
　　　　　一金　100,000円 
 
◆仙法志字御崎　町　村　ひ　な　様より 
　　　　　一金　200,000円 
　 
◆石狩市　株式会社  ジャパンスラッガー 
　　代表取締役　千　葉　龍　夫　様より 
　　　　　一金　100,000円 
　 
◆札幌市東区　栗　山　春　雄　様より 
　　　　　一金　100,000円 
　（特別養護老人ホームほのぼの荘へ） 

ご厚志に対し厚くお礼申し上げます 

【まちの人口】 　2,724人　　世帯数  1,285世帯　　男  1,303人　　女  1,421人　平成19年4月末現在 

●仙法志字御崎　三浦輝敏様から、父　佐助様の 
　香典返しを廃して 
●仙法志字神磯　藤井ツル様から、夫　幸三郎様 
　の香典返しを廃して 
●札幌市東区　栗山春雄様から、母　サクラ様の 
　香典返しを廃して 
●沓形字富士見町　杉本泰子様から、母　ヨシ様 
　の香典返しを廃して 
●仙法志字長浜　石垣ヨネ子様から、夫　満様の 
　香典返しを廃して 
●仙法志字神磯　田中良一様から、母　ヌエ様の 
　香典返しを廃して 
●仙法志字御崎　町村ひな様から、夫　幸司様の 
　香典返しを廃して 
●沓形字緑町　柴田京子様から、夫　忠様の香典 
　返しを廃して 
●仙法志字御崎　長田尋美様から、母　チヨ様の 
　香典返しを廃して 
●沓形字新湊　堀川サヨ様から、夫　佐之助様の 
　香典返しを廃して 
●沓形字富士見町　石塚洋子様から、電動四輪車 
　及び福祉用具を福祉活動用として 

４月13日　富　野　　永井　瀬士く　ん （大輔） 

４月６日　神　　磯　　藤井幸三郎さん（90歳） 

４月10日　新　　湊　　中山　愼一さん（82歳） 

４月10日　政　　泊　　栗山サクラさん（94歳） 

４月20日　富士見町　　杉本　ヨシさん（100歳） 

４月20日　御　　崎　　町村　幸司さん（85歳） 

４月22日　長　　浜　　石垣　　満さん（82歳） 

４月30日　神　　磯　　田中　ヌエさん（86歳） 

５月６日　緑　　町　　柴田　　忠さん（63歳） 

５月７日　政　　泊　　長田　チヨさん（93歳） 

５月18日　新　　湊　　堀川佐之助さん（82歳） 
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は じ め ま し て ！ ベ イ ビ ー 

お く や み も う し あ げ ま す 

らいじ 

５月５日　神　居　　近森ことはちゃん （崇寛） 

４月８日（沓）本町 
山　　愛子  さん 
新谷　　豊  さん 

４月13日　泉　町 
二階堂徳子  さん 
香島　新也  さん 
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